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はじめに 

 国文学研究の分野では，日本最古の和歌集で

ある万葉集の和歌を容易に参考にしたいという

要望があり，筆者らも和歌を検索するシステム

を研究している[1]．このシステムでは，和歌の

本文と検索語との単純な文字列マッチングに加

えて，概念体系を用いた検索語の同義語や類似

語，単語の共起を用いた連想語による柔軟な検

索を提案している．本稿では，柔軟かつ正確な

和歌検索を実現するために，より精度の高い同

義語や類似語，連想語を求める手法について考

察する．万葉集に含まれる単語を抽出し，それ

らを意味情報と共に概念体系に組み入れること

で，検索語の同義語と類似語の充実を図る．ま

た，共起行列にも意味情報を反映することで連

想語を求める精度向上を目指す． 

従来のシステムについて 

 従来のシステムでは，検索語の同義語や類似

語，連想語を求め，それらを含む和歌を検索可

能とすることで，柔軟な和歌検索を実現してい

る．検索語の同義語や類似語，連想語とは，そ

れぞれ以下のような単語である． 

同義語：検索語と全く同じ意味を持つ単語 

類似語：検索語と全く同じ意味ではないが，近

い意味を持つ単語 

連想語：検索語と類似した意味を持つとは限ら

ないが，検索語から連想できる単語 

 検索語の同義語と類似語は，EDR 電子化辞書

[2]の概念体系に基づいて求める[1]．概念体系

とは，概念同士のつながりを表した DAG

（Directed Acyclic Graph）である．概念体系

において，ある概念は一つの意味を表し，その

意味を持つ単語が一つ以上属する．概念同士の

つながりは親子関係で表される．ある概念の子

概念以下の概念を下位概念と呼ぶ．下位概念は，

より具体的な意味を持つ．逆に，ある概念の親

概念以上の概念を上位概念と呼ぶ．上位概念は，

より抽象的な意味を持つ．図 1 に概念体系のイ

メージ図を示す． 

 従来のシステムにおいて，検索語の同義語と

は，その検索語が属する概念に属する他の単語

であり，図 1 の例では，「恋人」と「背子」は

同義語である．また，検索語の類似語とは，検

索語が属する概念と似た意味を持つ概念に属す

る単語であり，概念体系をたどることで求めら

れる．図 1 の例では，「恋人」と「妹」は類似

語である．  

 検索語の連想語は，万葉集から抽出した単語

同士の共起情報を用いて求める[3]．同じ和歌に

含まれる単語同士を共起しているといい，単語

同士の共起回数をまとめた表を共起行列という．

表 1 は万葉集の巻一（84 首）に含まれる単語同

士の共起行列を一部抜粋したものである．共起

行列の行は万葉集から抽出した単語(本文語)で

あり，列は本文語と共起している単語(共起語)

である(本文語の集合と共起語の集合は等しい)．

共起行列から連想関係にある単語の共起パター

ンを導くことで検索語の連想語が求められる． 

 従来のシステムでは，上記のような方法で，

検索語の同義語や類似語，連想語を求めている

概念:妻 

{妻，妹} 

概念:恋人 
{恋人，背子} 

概念:人間同士の関係 
{人間関係} 

概念：概念名 
属する単語の集合 

図 1:概念体系イメージ図 
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表 1：共起行列（一部抜粋） 

雲 草枕 大君 大和 天皇 都 宮処 国
雲 0 1 1 0 0 0 0
草枕 0 2 0 0 1 0 0
大君 1 2 1 0 2 1 3
大和 1 0 1 1 0 0 4
天皇 0 0 0 1 0 0 1
都 0 1 2 0 0 0 1
宮処 0 0 1 0 0 0 1
国 0 0 3 4 1 1 1
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が，以下の二つの問題がある．本稿では，これ

らの問題を解決するための手法を提案する． 

問題1. 万葉集にのみ含まれる単語（古語など）

や現代とは意味が異なる単語などが検索語

の同義語や類似語として得られない． 

問題2. 検索語との共起回数が低い連想語が存在

する．  

提案手法 

上記の二つの問題を解決するために，以下の

手法を提案する． 

【手法1：概念体系の拡張】 

EDR 電子化辞書に収録されている単語や概念は，

現代日本語が中心であり，万葉集には含まれる

が現代は使われなくなっている日本語（古語）

などはあまり含まれていない．また，万葉集の

単語には，現代日本語と同じ表記であるが，意

味が異なるものも少なくない．そこで，万葉集

に含まれる単語を抽出し，万葉集における意味

に相応しい概念に属させるように概念体系に組

み入れることで，問題 1 の解決を図る．例えば，

「君が代も我が代も知るや岩代の岡の草根をい

ざ結びてな」という和歌から，単語「代」を抽

出する．この和歌において，「代」は「年齢」

という意味である．したがって，「年齢」とい

う概念に属させるように「代」という単語を概

念体系に組み入れる． 

【手法2：共起行列の列の統合及び分割】 

共起行列の列には，同じ意味を持つ単語が複

数存在する．表 1 の例では，共起語「天皇」は

「大君」などの他の共起語と同じ意味をもつ単

語である．つまり，本文語「国」は，天皇とい

う意味の単語と四回共起しているが，共起回数

が複数の列（大君と天皇）に分散されている．

本来，このような同じ意味を持つ共起語の共起

回数は合算する必要がある．そのために，共起

語の意味属性を考慮した共起行列を作成する．

この共起行列では，列は一つの意味を表す共起

概念となる．これにより，意味が同じ共起語は

一つの列に統合され，共起語が複数の意味を持

つ場合は複数の列が作成される． 

実行例 

 上記の提案手法に則り，万葉集巻一(84 首)の

和歌の訓読文を対象に単語（活用のない単語 509

語）を抽出し，手法 1,2 を実行した．図 2 は抽

出した単語の一部である．手法 1 を実行した結

果，これまでより多くの同義語や類似語に基づ

く検索が可能となった．例えば，検索語が

「秋」のとき，類似語として「黄葉」を求める

ことができ，秋に関する和歌を幅広く検索でき

るようになった． 

 また，手法 2 により，表 2 のような共起行列

が作成された．表 1 と比べ，同じ意味を持つ共

起語「天皇」，「大君」の列が統合され「天

皇」という共起概念になり，本文語「国」との

共起回数が高くなる.これにより，問題 2 を解決

している．また，「国」は複数の意味を持つ単

語であるため，表 2 では，「昔の行政区分」，

「国家」，「故郷」という三つの共起概念を新

たに作成した． 

まとめ 

 検索語の同義語や類似語を充実させることで，

柔軟な万葉集和歌検索が可能となることが分か

った．また，共起行列の同じ意味をもつ共起語

を統合することにより，連想関係にある単語同

士の共起回数が高くなり，連想語を求めやすく

なった． 

今後は，巻二以降に含まれる単語など，より

多くの単語を概念体系に組み入れると共に，共

起回数から連想語を求めるための閾値を求める

アルゴリズムについて検討していく． 
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表 2:共起語の意味情報を元に作成した共起行列（一部） 

(黄葉，秋に色づいた木の葉) 

(代，年齢) 

(宮処，繁華で中心的な地域) 

(皇子，天皇の息子） 
(海神，地球の表面にある陸地以外の塩水をたたえている場所） 

(蜻蛉島，日本国および大和国の古名で日本や大和にかかる枕詞） 

(単語の見出し，属する概念) 

図 2:抽出単語一部 

雲 草枕 天皇 大和 都 昔の行政区分 国家 故郷
雲 - 0 1 1 0 0 0 0

草枕 0 - 2 0 1 0 0 0

大君 1 2 - 1 3 2 2 0
大和 1 0 2 - 0 1 2 1
天皇 0 0 - 1 0 1 0 0

都 0 1 2 0 - 1 0 0
宮処 0 0 1 0 - 1 0 0
国 0 0 4 4 2 - - -

※「-」は，共起概念に本文語が属していることを表す． 
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